
施設整備等への表出／要求水準となり得る一般的な項目

品格を構成する要素

霞が関地区の品格についての現時点での考え方（概念図）

・国会議事堂隣接街区では建物高さ
を国会議事堂の高さ以下に抑制等

・建物高さを皇居から遠ざかるにつれ緩やかに高くなるよう設定
・高層部分の壁面線を道路側敷地境界線より一定距離後退
・敷地、屋上、街路における緑の量的な確保の推進等

・基本的性能の確保（フ
レキシビリティ、ユニ
バーサルデザイン等）

・業務継続を考慮した施
設機能の確保

・セキュリティを確保し
たうえで、地域が連続
的、一体的に活用され
るような外部空間を整
備等

2.歴史的、文化的背景、
自然への配慮

・皇居に配慮した
・日比谷公園等と連続した
・起伏に富んだ地形を活かした
・大きな敷地割りを活かした
・簡素な
・繊細、控えめな
・伝統を継承した
・水と緑を活かした
・環境と共生した

3.機能性の確保

・時間の積み重ねを経て
形成された都市形態

・日本の文化的背景
・自然との調和

・建物頂部の輪郭線、軸
線、壁面線の群として
の調和等

・立地すべき施設は原則
として官庁施設

・集積されたストック、
歴史的建造物の活用

・地球環境問題に対する
積極的な取組み等

国家機能の集積

公平、公正、清廉さ

国民主権、三権分立を象徴

・立法府、行政府、
司法府毎に特徴
のある

・地区全体が統一された

・先端的な
・機能的な
・便利な
・アクセスしやすい
・魅力的な

・短期的な市場経済の動向に
左右されない

・安定感、重厚感のある 霞が関地区
の品格

霞が関地区
の品格

・先導性
・多様な機能
・親しみやすさ

・パブリックサービスを担う機関としての統一性、連続性
・威厳、尊厳

1.日本の国家構造を象徴

平成21年2月6日時点


